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いつの間にか本校周辺のハナミズキも赤い実を付け枯れ葉が舞う季節となりました。
上に掲げた短歌は８年生の授業で創作され、クラスで一番投票が多かった作品です。アリ
ガトの相手は、お母さんです。普段なかなか口に出しては言えなくとも、子どもたちは常
に親への感謝の気持ちを忘れずに生活しています。作者は勿論ですが、クラスのみんなが
同じ気持ちをもっているからこそ、共感を得たのでしょう。
同じように感謝の気持ちを子どもたちに表現させる授業に参加しました。３年生が一枚

の招待状を持って校長室を訪れてくれましたが、そこには「あなぐまさん ありがとうパ
ーティ」と書かれていました。この授業は 「わすれられない おくりもの」の絵本を題、

。 、 、材に構成された国語科の単元です 内容はあなぐまさんにお世話になったもぐら かえる
きつね、うさぎに子どもたちがその立場になりきって「ありがとう」の気持ちを表現する
活動です。私はあなぐまさんの役割を演じ、授業を通して子どもたちが考えた言葉や工夫
した表現方法によって一生懸命に「ありがとう」の気持ち演じる姿に心があつくなる思い
でした。
普段の生活の中で、人とのコミュニケーションの手段として携帯電話やパソコンを使用

することが当たり前になり、直接相手に言葉を伝える機会が減っている傾向があるのでは
ないでしょうか。本校でも学校では禁止されていますが、殆どの生徒が携帯電話を持って
いますし、６年生以下の学年においても携帯電話を低学年から持たせようとする傾向が顕
著です。利便性は高いのですが、携帯電話のプロフやブログから実際に問題行動が発生し
学校間の問題にまで発展しているのも事実です。６月の学校だよりでチェーンメイルのこ
とを取り上げその危険性を訴えましたが、改めて、１２月のブロック朝礼や来年２月の地
域健全育成協議会において、携帯電話等の使用の仕方について取り上げる予定です。
上記、２つの授業実践事例は、自己を振り返り、他者との人間関係に気付かせ、人への

感謝の気持ちを表現させるものですが、１１月２６日から来年１月３０日まで生徒会の生
活委員会と、ＰＴＡ学年部が一緒になって「あいさつ運動」を本校スロープ下で実施して

。 、 、います 今までなかなか生徒・児童と保護者が 共に活動することがありませんでしたが
これを機会にコミュニケーションの第１歩と言われる「あいさつ」が学校全体に広がるこ
とを期待しています。
また、人間関係を作るうえで必要なことを身に付けるために、市民科の授業にも力を入

れていますが、１１月１３日（木）にはオランダの教育関係者が本校を訪問して、４年生
の市民科授業を見学しました。オランダは子どもの主観的な心身両面からの健康・幸福度
を測る調査において、調査国で一番幸福度が高い国です。市民科の授業観察後 「オラン、
ダのシチズンシップ教育の現状と品川区の市民科教育の取り組みと問題点」について２時
間以上に渡り意見交換をおこないました。
１１月２８日（金）には４校合同研修会(第一日野小・第三日野小・御殿山小・日野学

園)において、１年生が「やさしい まなざしで」８年生が「自己アピールの方法 。共」
に市民科・人間関係形成領域を題材とした授業をお見せしまた。本校では来年度、９年間
を見通した市民科教育プログラムに着手しますが、学校や家庭で起きている問題を明らか
にし、ご家庭の協力を得ながら解決していく所存です。
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電車の中で思ったこと 副校長 上 田 晃 一

学校帰りの電車の中、ふと視野に入った人たちを見ました。１人、２人、３人…。ざっ
と２０人中５人が携帯電話でメールを打っていました。３人がハンディゲームに夢中。３
人はイヤホンを耳に自分の世界に浸っていました。黙々と機械と向きあっている姿は、何
とも異様に見えてしまいます。そして、いつの間にか見慣れた光景になってしまっている
自分が恐ろしく思えます。同じ光景を見て、何も感じることのない世代も多いのかもしれ
ません 「時代の流れ」と、そのまま受け入れている人もいるのでしょうか。大げさです。
が自分は日本の将来を危惧してしまいます。
人間の脳は計り知れない能力をもっています。しかし、一般の動物と違ってその能力は

生まれながらに備わっているものではありません。母親のお腹の中にいる間では育てきれ
ない脳。生まれてから様々な体験を通して徐々に育っていく脳。機械だけを相手にしてい
てはその能力を伸ばすことはできません。親や周囲の大人からの温かい声かけで、人を信
頼し、自分を信じて生きる基礎ができるといわれます。今の日本は、子育てには決して望
ましい環境ではないかもしれません。
機械は自分の気が進まなければスイッチを切ったり、違うソフトに替えたり、何でも自

分の意のままです。自分の思い通りに世の中を動かすことができます。そんな環境で育つ
、 、と無意識のうちに 何でも自分の思い通りになることが当たり前になってしまうとともに

我慢することを学べず育ってしまうのではないでしょうか。しかし、人生は思い通りにな
らないことの方が多いものです。相手に合わせ自分が変わっていくことが人として大きく
成長する糧となりますが、それがなかなかできません。昨今の、無差別殺人その他の凶悪
な犯罪も今の日本の環境なら起こるべくして起こっているという感じがします。だからこ
そ、情報操作に踊らされず、真実を見抜き自分の判断で正しく生きる力を育てていかなく
てはなりません。
そんなことを考えていたら、我が家から携帯にメールが…。自分もすっぽりこの世界に

生きていました。

日野学園（第二日野小学校 「全日本学校歯科保健優良校」に！）
去る10月16日・17日、横浜を会場に全国学校歯科保健研究大会が開かれました。同時に全日本学校

歯科保健優良校55校が表彰されましたが、その中の１校に本校が選ばれました。学校歯科医の先生方
のご指導の下、本校の学校保健活動・健康づくりの取り組みが高く評価されたものです。これを励み
として、今後も子どもたちの健やかな育成をめざし、取り組みを継続して参ります。

４階フロアの連帯
５～７年ブロック長 加藤 伸作

、 、５～７ブロックの２学期最大の行事は 文化祭２日目

合唱コンクールでのブロック合唱でした。５年２クラス

・６年１クラス・７年４クラス(６組含む）の３学年全

員が、ステージに並んでの合唱は、とても壮観でした。

合唱を通じて培った連帯感を、ブロックとして大切にし

ていきたいと思います。次の５～７ブロックの行事は、

１月に行われる「百人一首大会」です。日本の伝統文化

「 」 、である 和歌 に親しむことができるこの貴重な行事を

個人の資質やクラスの団結力の向上を図るだけでなく、

ブロックの連帯強化にも繋げていくつもりです。この師走・正月はぜひ百人一首に挑戦させていき

。 、 、 。たいです また ６年と７年の合同進路学習として 現在12月４日の職場訪問に取り組んでいます

日常の学校生活では、４階フロアでのけじめのある、落ち着いた生活を送れるように、朝の８時2

0分着席、授業でのチャイム着席、昼休みの校庭・体育館利用、下校指導、ブロック朝礼の時間厳守

などブロック全体で取り組んでいます。小中一貫校の長所を最大限に生かせる５～７ブロックのた

めに、４階フロアの連帯を深めていきたいと思います。



全学年の生活指導の現状と成果および課題 生活指導主幹 杉 浦 雅 人

年生 石川 聡枝 年生 小林 絵里 年生 吉川 信次1 2 3
年生は、学校生活に慣れてきた反 学習を支える生活習慣の中で、特1 1 年生の時は、自分のことで精一

面、忘れ物が増えたりちょっとしたルール に大切なことは、「自分の持ち物は、杯でしたが、 年生になって周りの2
が守れない様子が見られるようになって 自分でそろえる」ということです。忘友だちとの関わりがかなり広がって

きました。学年集会で学年の問題として れ物があったときには、「いつ時間きました。物事を理論的に考えられ

話をしたり、教師が声かけをしたりして、 割を揃えたの？」と聞くようにしているようになってきていますが、まだ

約束・ルールを守ろうという意識付けを行 ます。自分の行動を振り返り、生活その考えが自分中心なため、友だ

っています。学習でのルールは子どもた 習慣を見直すきっかけになるからでちと衝突することやルールが守れな

ちから進んで守ろうとする様子が見られ す。学校だけでは、解決できない課いことが多くあります。言葉づかい

ます。チャイム着席や発表の仕方などが 題なので、学習計画表を配布したの乱れも気になります。 年生に向3
身に付いてきたところですが、さらに徹底 り、忘れ物が続く時には、保護者にけて、相手への思いやりをもって接

して、 年生進級までに全員が身に付け する気持ちを育てることが課題です。 連絡したりしています。ブロックを卒2
られるように頑張りたいと思います。 業するまでに確実に身に付けておき

たい生活習慣のひとつです。

年生 伊藤 翔平 年生 板橋 海 年生 芦川 龍彦4 5 6
月から 時 分のチャイムに 月より 時 分着席→朝読書 個性豊かな子どもたち 名。4 8 25 4 8 20 39

は、日直が進んで朝の会を始めると の習慣は、身についており、毎朝落 歳～ 歳。心身の発達段階11 12
いう取り組みをしてきました。その結 ち着いたスタートを切っています。 が大きく違う集団である。第二次

果、朝の遅刻が減り、時刻を守ると 休み時間は、フロアで遊ぶ姿も多 反抗期の情緒不安定な時期で

いう習慣が身につきました。授業間 かったため、昼休みは、教室残留な すが、行動面で失敗体験を繰り

のチャイム着席も児童は意識的に守 しを後期から実施し、体育館、メデ 返し、試行錯誤の活発な時期で

ろうとしています。 分休みや昼休 ィアセンター、校庭に全員が出るよ もあります。従って、生活規範を10
み明けの授業開始や、教室移動で少 うにしています。授業間の 分間 事前に指導して、児童の行動の10
し時間がかかることがあるため、今 の過ごし方がまだ徹底できていな 道しるべを示し、現在、いろいろ

後の課題として取り組んでいきます。 く、フロアで遊んでいる児童が多い な課題を指導しながら、学級の

のが、今の課題です。 落ち着きを得ています。

年生 吉本 奈央 年生 巻山 香 年生 小林 義和7 8 9
年生は「落ち着いた学校生活 年生の特色ある取り組みは、７年生は「自主・勤勉・団結」を目標に、 8 9

を送る」を目標に、委員会の取り組 「読書マラソン」です。ほとんどの日々の生活を送っています。チャイム着

みを含めた生活指導を学年全体で 生徒はきちんと登校し、読書をし席等時刻を守ろうという姿勢がだいぶ身

行っています。 月に学級委員会 ています。また、その影響で進路に付いてきましたが、日野学園での生活 10
で呼びかけた「配膳キャンペーン」 に向けての気持ちが相乗り効果にも慣れ、文化祭も終わった気の緩みか

では、給食の配膳を早く終わらせる を生み ： 遅刻が激減し、そらか、最近は不要物の持ち込みが発覚 8 25
ために各クラスが工夫し、終了後も して、校内での生活の始まりをするなどの生徒指導が続いています。ま

意識が少し高まりました。一番最近 落ち着いたものにしています。た、友人関係のトラブルをプロフ上に記

の問題は、プロフ上でのトラブルで 「明るく、思いやりのある生徒を入したり、メールで送信したりといった問

す。具体的な場面での指導ととも そだてる」ことを目標に、受験に題も発生していますので、情報モラルに

に、保護者の皆様との連携が重要 集中できるように取り組んでいき関する指導をより強化していきます。８年

となります。 たいと思います。生になるまでに、全員が落ち着いた学校

生活が送れるよう頑張っていきます。

学年の生活指導の現状のなかに、ネット上の掲示板「前6組 吉田 達
略プロフィール 「ブログ」での問題が上がりました。こ６組は、「返事」（名前を呼ばれ 」
れは、一部の学年だけの問題ではなく、社会的な問題にもたら「はい」と返事をする。）・「あい
なっています。日野学園では、大きなことには発展していさつ」（朝教室に入るときやお客様
ませんが、今後、起こらないとは限りません。個人情報ががお見えになったときに挨拶をす
知らないところでから漏れたり、そこから事件に巻き込まる）を目標に取り組んでいます。最
れることも十分考えられます。 学園では、5年生以上を対近では、チャイムが鳴ると、「チャイ
象に「情報モラル」についての指導を計画中ですが、今一ムが鳴った。席につこう」という声が
度、ご家庭での携帯電話やパソコンの使用状況を確認し、いろいろな生徒から聞こえ、チャイ
個人情報の流失に注意してほしいところです。ム着席の意識、学習への準備・態
なお、1年生から4年生の児童で使用しているお子さんに度が身についております。

ついても今一度、使い方について確認してください。
よろしくお願いします。



師走を迎え、思うこと 教務主幹 大 竹 基 之

早くも１２月を迎え、２学期もあと３週間あまりで終わろうとしています。２学期は９月
の１～４年の運動会、１０月の文化祭と大きな行事がありました。児童生徒や教員もあわた
だしく忙しい日が続きましたが、振り返ってみると、充実した生活を送ることができたと思
います。２つの行事とも今年度から形態が変わり、１～４年と５～９年とに分かれての取り
組みとなりました。来年度も、保護者の方のご意見を参考にして、反省点を踏まえつつ、一
層の充実を図っていきたいと思います。
ところで、最近、お子様を褒めていらっしゃいますか。我々大人は、短所や悪いところば

かりが目につき、注意することが多くなってしまいます。しかし、そればかりではいけませ
。 、 。 、 、ん どこか良いところを見つけて 褒めてください 人間は 褒められれば気分が良くなり

やる気が出てくるものです。そうすれば、いろいろなことに影響して、子どもは伸びていき
ます。もちろん、褒めてばかりでもいけません。時には、叱ることも大切です。その時は、

、 。 、「 、決して感情的になって怒らず 叱ってください 脳科学者の茂木健一郎さんが 叱るときは
、 」 、 。将来 褒めることを前提にすることが大切である と テレビのある番組で語っていました

子どもの成長を願う我々大人は、このことを肝に銘じていく必要があるのではないでしょう
か。
最後になりますが、もうすぐ冬休みがきます。冬休みには新しい年を迎

えるための準備をしたり、地域によっては特別な行事があったりします。
また、親戚の人々が集まって新年のお祝いをしたり、懐かしい人から年賀
状が届いたりするなど、私たちの持っている伝統や文化が家庭や地域など
でもっとも感じられる時だと思います。このような伝統文化を大切にし、
豊かな精神性を育てる環境づくりをしたいものです。

１２月行事予定
火 水 木 金 土 日月

１ Ｂ週 ２ ３ ４ ５ ６ ７歴検・理検

校外学習( ) 和楽器指導( ) 金曜日時程 ふれあい給食( ) 和楽器指導( )3 5 3 5
校庭中央委員会 安全指導 職場訪問( ) ( )( )67 CAP 5 PTA
開放水泳指導( ) 茶道( ) 保護者会( ) 水泳指導( )4 1 1234 1

留学生の話( )8
美化コンクール 進路相談( )9
８ Ａ週 ９ 10 11 12 13 14

( )･茶道( ) 水泳指導( ) 校内研究授業 ＰＴＡ運営委員会 水泳指導( ) 地域CAP 3 2 2 3
進路相談( ) 進路相談( ) 清掃9 9

5 8計算コンクール 三者面談 ～

18 19 20 2115 Ｂ週 16 17 避難訓練

ＰＴＡ合同市民科( )56
ひの読書週間

まつり三者面談 ～ 三者面談 ～5 8 5 8
22 Ａ週 23 24 25 26 27 28
読書週間 読書週間 終業式 冬季休業始天皇誕生日

学年集会( )8
給食終了

29 30 31
１月８日（木）第３学期始業式・給食開始大晦日
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じ
る
の
は
、

私
だ
け
だ
ろ
う
か
▼
今

年
の
日
野
学
園
の
一
年

、「

」

を
振
り
返
る
と

新

だ
ろ
う
か
。
青
木
校
長

を
迎
え
、
昨
年
度
ま
で

の
体
制
を
継
承
し
つ
つ

随
所
に
新
し
い
取
り
組

み
を
加
え
て
き
た
。
ま

だ
ま
だ
成
長
過
渡
期
の

日
野
学
園
で
あ
る
▼
み

な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は

今
年
は
ど
ん
な
漢
字
を

選
ぶ
だ
ろ
う
か
。
大
晦

日
、
家
族
で
集
ま
っ
た

ら
ぜ
ひ
今
年
を
振
り
返

っ
て
み
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
新
年
を
迎
え
、
一

人
一
人
の
目
標
も
語
り

合
っ
て
ほ
し
い
。
お
互

い
の
顔
を
見
な
が
ら
。


